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伊方町では国、県及び町単独により
様々な補助事業を実施しています。
令和２年度の補助事業実績は右記の

とおりです。補助率、事業メニューは
県下でも最高水準となっていますの
で、ご自身の経営改善にあった事業が
あれば是非活用しましょう。

果樹経営支援対策事業 7, 694千円（町費）

次世代につなぐ果樹産地づくり
推進事業 4, 998千円（県・町費）

柑橘高品質対策事業
（タイベック補助） 598千円（町費）

新技術導入事業（P-プラス補助） 654千円（町費）

伊方町農林漁業振興事業 2, 547千円（町費）

労働力確保事業
（アルバイター事業） 1, 260千円（町費）

アルバイター確保緊急支援事業
（コロナ対策） 3, 502千円（国・町費）

農業経営収入保険（コロナ対策） 3, 428千円（国・町費）

鳥獣害防止施設整備事業 2, 574千円（県・町費）

鉄筋柵整備事業 658千円（町費）

今年度の補助事業については、次ページをご参照ください。
（２ページにつづく）

令和２年度実績：主なもの

令和２年度伊方町農林漁業振興事業
により整備された「ウッドチッパー」
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生産・施設・機械等に対する補助

果樹経営支援対策事業（国・町）

内容：優良品種への転換や小規模園地の整備を
支援し、競争力の高い産地を育成する。
園内道整備、モノレール整備、用水潅水
施設整備、改植

補助：国 1/2 町 2/10 受益者 3/10

未来型果樹産地強化支援事業（県・町）

内容：未来型果樹園の創造とブランド果実の安
定供給による儲かる果樹農業の確立を目
指し、産地の強化を図る。
紅まどんな・甘平等の屋根掛け施設整備、
モノレール整備（動力車・台車・カバー）

補助：県 1/3 町 1/3 受益者 1/3

伊方町農林漁業振興事業（町）

内容：農業者が行う機械及び施設の整備に対し
補助金を交付し、生産性向上並びに所得
増大を図る。
モノレールのレール更新、動噴、選果機、
ウッドチッパー、運搬車等
事業費が 10 万円以上であること

補助：事業費（税別）から 10 万円を除いた残額
に対し、町 1/3（認定農業者は 1/2）

柑橘高品質対策事業（町・ＪＡ）

内容：気象に左右されにくい高品質果実生産を
行うためにはマルチ栽培が基本であり、
タイベック被覆による高品質対策を講じ
る。
タイベックマルチの導入

補助：町 30 円 /㎡ 共選 20 円 /㎡
ＪＡ 30 円 /㎡

鳥獣被害対策に対する補助

鳥獣害防止施設整備事業（県・町）

内容：鳥獣害防止対策をより効率的に推進し、
生産意欲の向上に資する。
鉄筋柵、電気柵の整備

要件：受益戸数 2戸以上（認定農業者は１戸か
ら可）

補助：県 1/3 町 1/3 受益者 1/3（自力施工に
よる資材費のみ）

防護柵整備事業（町）

内容：国・県補助事業の採択要件に合わない園
地の防護柵整備を進め被害防止に努め
る。

要件：受益戸数１戸から可
補助：町 1/3（認定農業者は 1/2）

捕獲隊等育成事業（町）

内容：狩猟免許取得及び狩猟登録に係る費用を
補助し、捕獲体制の強化を図る。

要件：狩猟免許を取得し猟友会に入会後、有害
鳥獣捕獲を行うこと

補助：町 8/10（免許取得費、狩猟登録費用（猟
友会費相当分）

※各事業は、記載している要件以外にも細かい
要件がありますので気になる事業がありまし
たら農業支援センターまでお問い合わせくだ
さい。

農業者のみなさん。いろいろな補助事業を知っていますか？
ご自身の経営改善にあった事業があれば活用しましょう。
※要望とりまとめが既に終了している事業もありますので、農業支援センターまでお問い合わせください。
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皆様におかれましては、新しい季節を
迎え、心新たにお過ごしのことと拝察申
し上げます。
平素は、伊方町農業支援センター活動、

またＪＡ事業各般に亘って格別のご理解
とご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
令和２年産の柑橘販売を振り返ります

と、温州みかんは全国的に大玉傾向で豊
作基調の中、食味評価は高いものの需給
バランスの悪化により大変厳しい販売と
なりましたが、厳選出荷と価格維持に努
め、昨年に引き続いて市場出荷３万トン
を超え、３年連続で１００億円を突破す
ることができました。また、中晩柑では、
新型コロナウィルスが終息しない社会情
勢で、販売促進活動が制限されるなど販
売環境が整わない中でも、食味良好でま
ずまずの販売となっていることは、生産
者の皆様の高品質生産への取組みの賜物
だと深く感謝申し上げます。
ＪＡにしうわにおける令和２年度の農

家支援実績は、みかんアルバイター事業
の伊方町管内実績において、若い農業者
を中心に設立した町見地区雇用促進協議
会で９人（６００人役）、三崎地区で１２
人（７２０人役）確保し、法人設立相談会・

個別指導を経て伊方地区において、集落
営農法人１件設立となりました。また、
三崎地区において、令和３年４月から新
規就農者２名予定しており、さらに、農業
体験者２名を受け入れております。令和
３年度は、中期経営計画・第９次農業振興
計画の最終年度となります。「農業者の所
得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」
の３つの基本目標に向かって計画完遂に
取り組んでいきます。
農業を取り巻く環境は、伊方町におい

ても少子高齢化により、農業者の高齢化
や後継者不足で離農者が増え続け、廃園
や耕作放棄地の増加も避けられない状況
で、農地流動化委員会の機能強化や農作
業支援・受託・人材派遣等の方法で日常的
な労働力支援体制を整備するなど早急な
対応が必要となっております。
このような環境を踏まえまして、伊方

町農業支援センターでは、農家支援一元
化の仕組みを、愛媛県・伊方町・ＪＡが連
携して取り組んでおり、今後さらに連携
強化をはかり、より一層農家のニーズに
応えられるようセンター強化に努めてま
いりますので今まで以上のお力添えをお
願い申し上げます。

行政とタイアップして
農業振興に努める

伊方町農業支援センター運営協議会会長
西宇和農業協同組合代表理事理事長

木 下 親
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業 務 内 容 役 職 ・ 氏 名

地域営農に
関すること

中山間地域対策事業、農業担い手支援、
農業振興対策推進等に関すること。

所 長 野 本 康 司
（ＪＡ営農指導課）

課 長 菊 池 暁 彦
（役場農林水産課）

室 長 中 田 公 平
（役場農林水産課）

主 査 濵 本 芳 彦
（役場農林水産課）

主 事 増 川 湧 介
（役場農林水産課）

会計年度任用職員 大 瀧 由 華
（役場農林水産課）

地域おこし協力隊 伊 勢 典 昭
事務局長 田 所 孝 之

（役場農業委員会）

地域支援に
関すること

補助事業相談指導、鳥獣害対策に関す
ること。

土地改良区に
関すること

土地改良区の運営に関する業務、土地
改良区事務。

農業振興に
関すること

地域にマッチした農業振興策の推進に
関すること。

農業委員会に
関すること

農地法に基づく業務、農業経営基盤強
化促進法に基づく業務、農業者年金に
関すること。

営農指導

営農指導、補助事業、無料職業紹介、
農地流動化、青壮年同志会事務局、女
性部事務局、税務指導、農業者年金、
労働災害保険、農作業支援、南予用水、
伊方町共同防除組合事務局

営農指導課長 野 本 康 司（ＪＡ）

営農指導員 久 瀬 賀 仁（ＪＡ）

生活指導員 山 下 栄 子（ＪＡ）

営農指導課 山 下 久美子（ＪＡ）

■ 関連窓口
伊方町役場（支所地域住民室） 八幡浜支局 地域農業育成室 ＪＡにしうわ（営農指導員）
瀬戸支所 主事 井上 寿幸 主 幹 山田 和弘 町見事業所 山下 誠治
三崎支所 主任 中村 吉裕 係 長 池内 温 瀬戸出張所 橋本 将吾

技 師 佐伯穂乃佳 三崎出張所 藤原 誠

伊方町農業支援センター業務内容・スタッフ紹介

令和２年４月より、役場農林水産課農業支援センター及び農業委員会の事務所は役場本庁２階に移
転いたしました。農家の皆様にはご不便をおかけしますが、御用の方は役場２階にお越しください。
ＪＡにしうわの営農指導課は引き続き、伊方支店営農管理センター内で業務を行っております。

ＪＡ営農指導課は、引き続き「伊
方支店営農管理センター」内にあ
ります。

役場農業支援センター及び農業
委員会は、役場本庁２階です。
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ワイヤーメッシュの地面設置部にビニールハウス用の直管パ
イプを結束する方法です。イノシシが物を押す力は 70㎏重らし
く、これは 70㎏重に耐えられる補強です。
直管パイプは太さ 22mm ×長さ 5.5 ｍで、結束バンドで

20～25㎝間隔で固定します。潮風のある地域では耐候性ポリプ
ロピレンの結束バンドが良いみたいです。強度さえあれば直管
パイプではなく竹でもいいみたいですが効果は未知数！
試したい方は僕が参上して一緒にお手伝いします！資材は用

意出来ませんが労力は提供できます。皆で協力してイノシシに
強い畑を！！！
ご連絡は農業支援センターまで。具体的な内容に関しては下

記ｗｅｂサイトをご覧下さい。

こんにちは、地域
おこし協力隊、農業
振興担当（鳥獣被害
対策）の伊勢典昭で
す。まだまだ修行中
ですが僕なりに勉強
したイノシシ対策を
ご紹介します。
ワイヤーメッシュ

の下をイノシシに壊
されて侵入される話
をよく聞きますが、
今回はイノシシをく
ぐらせないワイヤー
メッシュの補強方法
をご紹介します。

YouTube「NAROchannel」
「鳥獣被害対策のポイント 4-2.正しい柵の設置方法（ワイヤーメッシュ柵、ネット柵編）」
https://www.youtube.com/watch?v =9mwMjBmwgaw&list =PLW99yTRNzVkMxcXpocCOwR4xmTpq-hltA&index =5

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
西日本農業研究センター・畜産・鳥獣害研究領域・鳥獣害対策技術グループ
「［成果情報名］侵入防止柵の接地部を直管パイプで補強することで、イノシシのくぐり抜けを防止できる」
https://www.naro.affrc.go.jp/org/warc/research_results/h28/pdf/04_chojyugai/20-0401.pdf

■ 参 考
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第
１
回

早生温州みかんの粗摘果 （１２分４６秒） 再生回数：6,528 回

隔年結果の是正、果実肥大の促進に重要な粗摘果作業を説明します。

作業時期：６月下旬～７月中旬頃
内 容：樹冠上部摘果方法、表年・裏年の摘果方法など

第
２
回

マルチ栽培 （９分３２秒） 再生回数：2,725 回

樹体に乾燥ストレスを与えて、糖度の高い高品質果実を目指します。
作業時期：（マルチ準備）７月上中旬頃

（マルチ開始）７月下旬～８月上旬頃
内 容：マルチ栽培のメリット、開閉マルチの作り方・敷き方など

第
３
回

仕上げ摘果 （１０分１０秒） 再生回数：1,951 回

果実の外観・品質を大きく左右する仕上げ摘果作業について学べます。
作業時期：９月上旬頃
内 容：摘果する果実（天なり果等）、裏年樹の摘果方法、樹上選果

方法など

第
４
回

農作業安全 （１２分００秒） 再生回数：1,380 回

農作業事故や安全な刈払機の使い方について解説します。

内 容：ヒヤリハットとは、農作業事故の事例、刈払機の使い方など

第
５
回

土壌管理 （８分０５秒） 再生回数：889 回

肥料に関する知識や撒き方、土壌採取の方法について説明します。

内 容：植物に必要な養分、愛媛県施肥基準、施肥量の計算方法、
土壌改良資材、肥料の巻き方、土壌の採取方法など

第
６
回

カンキツの剪定による高品質栽培 （１３分１７秒） 再生回数：9,228 回

剪定の目的やポイントについて解説しています。

作業時期：２月～３月頃
内 容：枝の特性、みかんの剪定方法、不知火の剪定方法など

※再生回数はR３.５.７現在
八西地区農業改良普及事業推進協議会
八幡浜支局地域農業育成室

Ｒ３年度も栽培技術に関する情報や新
たにスマート農業に関する情報をお届
けしますので、ぜひご覧ください！

でみかんづくりが学べます！
これまで、若手農業者向けに開催していたシトラス講座が、YouTube で、ご覧いただけ

るようになりました。
みかんづくり１年生がベテラン普及指導員にみかんづくりを学んでいく内容です。農

作業にまだ自信がない方、コロナで現地研修に参加できなかった方、ぜひご覧ください‼ 愛媛県ＨＰ

ここから
動画が
見れます！
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